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は 

じ 

め 

に

　

越
前
地
方
に
お
け
る
中
世
の
石
造
多
層
塔
は
、
基
礎
上
面
に
宝
篋
印
塔
の
基

礎
と
同
様
の
段
形
を
持
つ
こ
と
を
指
標
と
す
る
越
前
式
石
造
多
層
塔（

１
）が

主
体
で

あ
る
。
越
前
地
方
以
外
の
石
造
多
層
塔
で
、
宝
篋
印
塔
と
同
様
の
段
形
を
持
つ

基
礎
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
越
前
式
石
造
多
層
塔（

２
）が

主
に
分
布
す
る
地

域
は
、
敦
賀
を
除
く
狭
義
の
越
前
地
方
の
北
部
で
あ
る
。
越
前
地
方
以
外
で
は

若
狭
地
方（

３
）と

加
賀
地
方（

４
）に

数
基
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
越
前
地
方
か
ら
搬

出
、
あ
る
い
は
笏
谷
石
工
が
出
張
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
越
前
式
石
造
多
層
塔
の
中
で
、
高
雄
神
社
石
造
多
層
塔
（
以
下
、
高
雄

神
社
塔
と
呼
称
）
は
、
姿
を
留
め
る
石
造
多
層
塔
の
中
で
最
も
古
い
紀
年
銘
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
越
前
地
方
に
お
け
る
石
造
塔
編
年
の
基
準
資
料
で
あ
る
。

ま
た
、
高
雄
神
社
塔
の
塔
身
に
は
造
立
の
目
的
を
記
し
た
願
文
が
彫
ら
れ
て
お

り
、
中
世
の
石
造
多
層
塔
の
造
立
目
的
が
判
明
す
る
稀
な
例
で
あ
る
。

　

本
稿
は
か
か
る
高
雄
神
社
塔
に
つ
い
て
、紀
年
銘
と
塔
身
装
飾
の
様
式
編
年
、

願
文
か
ら
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

一　

若
干
の
用
語
に
つ
い
て

　

本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
若
干
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
て
お
く
。

　
「
塔
身
装
飾
」　

塔
身
装
飾
は
、基
本
的
に
は
塔
身
に
刻
ま
れ
た
装
飾
を
言
い
、

月
輪
・
蓮
華
座
・
梵
字
・
仏
像
な
ど
の
紋
様
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
加
え
て
、

こ
の
塔
身
装
飾
は
多
層
塔
や
宝
篋
印
塔
の
塔
身
、
五
輪
塔
水
輪
な
ど
塔
身
部
の

み
に
施
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
宝
篋
印
塔
の
隅
飾
、
五
輪
塔
地
・
火
・
空
風

輪
、
板
碑
他
に
も
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
石
造
塔
を
仏
教
的
に
意
味
付
け
る

装
飾
と
い
う
概
念
と
し
て
「
塔
身
装
飾
」
を
定
義
す
る
。
梵
字
・
月
輪
・
蓮
華

座
の
組
み
合
わ
せ
は
塔
身
装
飾
の
一
例
で
あ
り
、
蓮
華
座
上
に
配
さ
れ
た
細
線

福
井
市
高
雄
神
社
石
造
多
層
塔
の
研
究

古　

川　
　
　

登
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陽
刻
圏
線
月
輪
の
周
囲
に
小
花
弁
を
配
す
る
越
前
式
荘
厳
・
越
前
式
装
飾
、
あ

る
い
は
越
前
式
文
様
と
過
去
に
呼
ば
れ
た
装
飾
は
、
こ
の
こ
と
に
お
い
て
越
前

式
塔
身
装
飾
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
「
蓮
華
紋
」　

蓮
華
紋
は
、
平
面
・
立
体
を
問
わ
ず
、
蓮
弁
が
上
方
を
向
い
て

い
る
も
の
を
請
花
、下
方
を
向
い
て
い
る
も
の
を
反
花
と
呼
称
す
る
。
そ
し
て
、

蓮
弁
の
単
位
が
一
弁
の
も
の
を
単
弁
、
二
弁
の
も
の
を
複
弁
と
呼
び
、
蓮
弁
間

の
小
弁
を
間
弁
と
呼
称
す
る
。
次
い
で
、
弁
が
二
重
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
重

弁
と
呼
称
し
、
そ
れ
を
欠
く
も
の
を
素
弁
と
呼
称
す
る
。
し
た
が
っ
て
重
弁
単

弁
、
素
弁
単
弁
と
呼
称
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
梵
字
」　

梵
字
は
言
を
要
す
る
ま
で
も
な
く
文
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
塔

身
装
飾
を
構
成
す
る
一
要
素
＝
紋
様
と
認
識
す
る
。
装
飾
性
の
全
く
な
い
通
常

の
梵
字
を
「
普
通
梵
字
」
と
呼
び
、
梵
字
の
字
画
の
周
囲
に
線
を
め
ぐ
ら
せ
て

輪
郭
を
際
立
た
せ
た
梵
字
を
「
加
飾
梵
字
」
と
呼
ぶ
。

　

多
層
塔
お
よ
び
塔
身
装
飾
の
各
部
位
の
呼
称
は
第
１
図
・
２
図
に
図
示
し
た

と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

二　

高
雄
神
社
塔
研
究
略
史

　

高
雄
神
社
塔
に
関
す
る
最
初
の
文
献
は
、
上
田
三
平
編
一
九
二
一
年
『
福
井

県
史
跡
勝
地
調
査
報
告
第
二
冊
』（

５
）で

あ
る
。
第
三
章
の
越
知
山
遺
跡
泰
澄
石
塔

で
「
西
安
居
村
本
堂
薬
師
堂
前
面
の
正
應
の
刻
銘
あ
る
多
重
石
塔
に
類
す
」
と

記
述
さ
れ
、
一
〇
七
頁
の
若
越
主
要
金
石
年
表
に
正
應
三
年
・
多
重
石
塔
・
西

安
居
村
本
堂
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が
高
雄
神
社
塔
の
こ
と
で
あ
る
。

　

高
雄
神
社
塔
を
取

り
上
げ
た
最
初
の
論

考
は
、
増
永
常
雄

一
九
五
七
年
「
越
前

高
雄
神
社
七
重
石

塔
」（

６
）

で
あ
る
。
増
永

は
、
基
礎
の
上
面
が

宝
篋
印
塔
の
基
礎
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら

当
初
の
部
材
で
あ
る

か
ど
う
か
判
断
を
保

留
す
る
。
軸
部
は

三
面
に
種
子
、
他
の

一
面
に
記
年
銘
を
陰

刻
、
月
輪
の
中
に
薬

研
彫
り
の
種
子
、
正

面
キ
リ
ー
ク
、
向
っ

て
右
側
サ
、
左
側
サ

ク
の
彌
陀
三
尊
を
刻

む
こ
と
を
記
述
。
願

文
は
「
爲
慈
父
幽
霊

成
佛
也
／
正
應
（
三
）

天
寅庚
南
侶
□
（
日
）／

第 1図　塔身装飾名部の名称
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□
子
□
□
／
敬
白
」
と
判
読
す
る
（
願
文
の
／
は
改
行
を
表
し
た
が
、
増
永
の

本
文
に
は
な
い
。
以
下
、
／
は
同
様
の
意
図
で
用
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
）。

笠
は
「
軒
の
隅
に
い
く
に
従
い
自
然
に
力
強
く
反
轉
し
、
鎌
倉
時
代
末
期
の
特

色
―
略
―
各
層
の
逓
減
率
も
そ
れ
相
應
に
整
っ
て
い
る
の
で
当
初
の
も
の
と
考

え
ら
れ
よ
う
」
と
し
、
相
輪
の
み
を
後
補
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

石
材
に
つ
い
て
は
大
谷
寺
九
重
石
塔
及
び
圓
山
石
造
寶
塔
は
風
化
度
の
少
な

い
別
畑
石
を
用
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
尾
神
社
塔
は
風
化
度
の
多
い
笏
谷

石
を
用
い
て
い
る
と
疑
念
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
願
文
の
「
年
」
の
異
字

を
「
天
」
と
す
る
方
法
は
江
戸
時
代
に
多
い
と
い
う
川
勝
政
太
郎
の
指
摘
を
あ

げ
、
加
え
て
「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
」
と
い
う
表
し
方
が
鎌
倉
時
代
に
存
在
し

た
か
ど
う
か
と
、
正
應
三
年
の
遺
品
で
あ
る
こ
と
に
疑
念
を
呈
し
つ
つ
も
、「
紀

年
銘
を
信
ず
る
と
越
前
最
古
の
石
造
遺
品
で
あ
り
、
造
立
趣
旨
の
明
瞭
な
、
し

か
も
笏
谷
石
を
用
い
て
い
る
點
重
要
な
遺
品
で
あ
る
。
大
谷
寺
九
重
石
塔
を
遡

る
こ
と
三
十
餘
年
前
に
彌
陀
種
子
を
初
重
軸
部
に
刻
む
手
法
の
あ
る
こ
と
は
、

早
く
よ
り
越
前
地
方
に
彌
陀
信
仰
の
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
實
に
物
語
っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
」
と
結
ぶ
。

　

川
勝
政
太
郎
一
九
七
九
年
「
越
前
石
の
地
方
進
出
」（

７
）は

、
高
雄
神
社
塔
が
別

畑
石
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
屋
根
の
軒
反
り
の
様
式
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期

の
造
立
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
初
層
軸
部
軸
部
背
面
に
「
為
慈
父
幽

霊
成
仏
也
、
正
応
三
天
寅庚
南
侶
□
日
、
孝
子
敬
白
」
の
刻
銘
が
あ
っ
て
、
正
応

三
年
八
月
の
建
立
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
」
で
あ
る
と
言
い
、
増
永
が
笏
谷
石

と
し
た
石
材
を
別
畑
石
と
し
、
増
永
の
願
文
へ
の
疑
念
も
触
れ
て
い
な
い
。

　

三
井
紀
生
一
九
九
九
年
「
越
前
石
製
多
層
塔
塔
身
の
変
遷
に
つ
い
て
」

（
８
）

は
、

越
前
石
製
多
層
塔
を
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
前
期
に
か
け
て
三
期
に
区
分
し
、
そ

の
中
で
高
雄
神
社
塔
を
七
重
塔
と
し
、「
こ
の
時
代
の
多
層
塔
の
特
徴
は
塔
身

の
大
き
さ
に
較
べ
て
笠
は
軒
が
小
さ
く
、
厚
く
反
り
も
少
な
く
重
量
感
は
あ
る

が
、
一
方
で
は
、
安
定
感
に
欠
け
る
感
が
す
る
」
と
い
う
。

　

三
井
紀
生
二
〇
〇
二
年
『
越
前
笏
谷
石
』（

９
）の

高
雄
神
社
多
層
塔
と
そ
の
他
の

遺
品
で
は
「
―
略
―
笏
谷
石
製
の
七
重
塔
―
略
―
紀
年
銘
あ
る
笏
谷
石
の
多
層

塔
で
は
現
状
越
前
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
塔
の
高
さ
は
二
・
四
メ
ー
ト
ル
で
、

三
重
の
基
礎
の
上
に
塔
身
を
置
き
そ
の
上
に
七
重
の
笠
を
重
ね
て
い
る
。
相
輪

は
失
わ
れ
、
最
上
層
笠
の
上
に
は
箱
型
の
水
烟
、
請
花
お
よ
び
宝
珠
が
乗
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
記
述
し
、
九
輪
の
こ
と
を
相
輪
と
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
、
相

輪
の
九
輪
以
下
が
失
わ
れ
、
水
烟
・
請
花
・
宝
珠
が
残
存
し
て
い
る
と
考
え
て

い
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
次
い
で
「
塔
身
の
側
面
三
面
に
蓮
華
座
上
に
小
連

弁
を
め
ぐ
ら
せ
た
月
輪
が
配
置
さ
れ
、
そ
の
中
に
弥
陀
三
尊
の
梵
字
種
子
が
薬

研
彫
り
さ
れ
て
い
る
―
略
―
塔
身
背
面
に
は
「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
正
應
三
天   

庚
寅
□
南
侶　

子
□
□　

敬
白
」
と
彫
ら
れ
て
お
り
」
と
記
述
す
る
。

　

三
木
治
子
二
〇
〇
二
年
「
越
前
式
月
輪
の
石
造
物
・
編
年
の
試
み
（
１
）」（

（（
（

で
は
「
相
輪
を
失
う
だ
け
で
本
堂
右
手
に
立
つ
」
と
記
し
、
相
輪
以
外
は
当
初

の
姿
を
留
め
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
「
七
重
塔
は
二
〇
九
セ
ン
チ
、
基
礎
上

は
宝
篋
印
塔
の
そ
れ
の
よ
う
に
二
段
と
な
る
。
こ
の
地
方
の
全
て
の
層
塔
が
同

様
で
あ
る
。
塔
身
は
キ
リ
ー
ク
三
尊
を
三
面
に
わ
た
っ
て
彫
り
、
三
尊
と
も
請

花
座
様
式
で
あ
る
。
こ
の
塔
身
で
面
白
い
の
は
中
尊
の
月
輪
径（
二
三
セ
ン
チ
）

よ
り
、
脇
侍
の
そ
れ
（
二
四
・
五
セ
ン
チ
）
の
方
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
常

識
的
に
い
え
ば
こ
の
逆
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。
願
文
は
「
為
慈
父
幽
霊
成
仏
也
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／
正
応
三
天
寅庚
南
侶
晦
日
／
教
子
ホ
／
敬
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」
と
判
読
す
る
。

　

二
〇
〇
三
年
九
月
、
古
川
と
村
上
雅
紀
は
実
測
図
の
作
成
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
高
雄
神
社
塔
の
実
測
を
高
雄
神
社
の
許
可
を
得
て
行
っ
た
。
そ
の
実
測
図
は

翌
二
〇
〇
四
年
「
越
前
地
方
に
お
け
る
石
造
多
層
塔
の
研
究
」（

２
）に

掲
載
し
、
一

覧
表
に
残
数
七
と
記
し
て
七
重
塔
で
な
い
こ
と
を
明
記
し
た
。
ま
た
、
本
論
中

で
願
文
を
「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
三
天
庚
寅
南
侶
晦
日
／
故
子
正
／
敬

白
」
と
判
読
を
記
し
た
が
、
後
述
の
よ
う
に
「
故
子
正
」
は
誤
読
で
あ
る
。

　
　
　

三　

高
雄
神
社
・
高
雄
神
社
塔
の
概
要

　

高
尾
神
社
の
概
要　

高
雄
神
社
は
『
福
井
県
神
社
誌
』（

（（
（

に
よ
れ
ば
、
福
井
市

本
堂
町
に
鎮
座
し
、
祭
神
は
天
忍
穂
耳
尊
と
大
己
貴
命
を
祀
る
。
例
祭
は
一
〇

月
一
〇
日
で
あ
る
。
高
雄
権
現
略
縁
起
に
泰
澄
が
養
老
元
（
七
一
七
）
年
三
月

に
高
雄
山
頂
で
仏
像
を
刻
み
高

雄
権
現
を
祭
っ
た
と
あ
る
。
そ

の
後
、
光
仁
三
（
八
一
一
）
年
、

藤
原
藤
嗣
が
本
殿
拝
殿
を
改

築
。
保
元
三
（
一
一
五
八
）
年
、

藤
島
城
主
林
六
郎
大
夫
光
明
と

押
領
使
藤
原
国
貞
の
間
の
戦
で

破
壊
さ
れ
荒
廃
し
た
。
そ
の

後
、
文
治
五
（
一
一
八
九
）
年

に
波
多
野
義
重
に
よ
り
再
建
。

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
、
織

田
信
長
に
焼
か
れ
、
同
一
八

（
一
五
九
〇
）
年
に
再
建
。
そ
の

後
、
高
雄
山
に
あ
る
奥
宮
の
高

雄
大
権
現
を
里
宮
の
白
山
宮
に

降
し
、
そ
の
跡
地
を
白
山
神
社

と
し
た
と
い
う
。

　

高
雄
神
社
塔
の
概
要　

高
雄

神
社
塔
は
、
高
雄
神
社
本
殿
右

脇
の
一
段
下
が
っ
た
平
坦
面
上

に
建
て
ら
れ
て
い
る
。石
材
は
、

塔
身
や
屋
根
材
下
面
を
観
察
す

る
と
、
白
色
・
濃
緑
色
の
礫
を

第 2図　多層塔各部の名称

第 3図　高雄神社石造多層塔位置図
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含
む
淡
青
緑
色
を
呈
す
る
火
山
礫
凝
灰
岩
で
、
笏
谷
石
と
み
て
よ
い
。
現
在
の

姿
は
七
重
塔
を
呈
し
て
い
る
。
下
部
か
ら
段
形
を
持
つ
基
礎
・
初
層
塔
身
・
屋

根
と
そ
の
上
部
の
塔
身
を
一
体
成
形
し
た
屋
根
材
七
層
、
最
上
部
に
載
せ
ら
れ

た
半
裁
さ
れ
た
宝
珠
様
の
部
材
か
ら
な
る
。
こ
の
部
材
は
増
永（

６
）、

三
井

（
８
・
９
）の

調

査
時
の
部
材
と
異
な
る
こ
と
が
写
真
か
ら
判
断
さ
れ
る
。

　

現
状
で
は
基
壇
が
あ
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
当
初
の
基
壇
は
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
ず
、
亡
失
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
高
雄
神
社
塔
の
現
在
の
位
置
が
当
初
の
造
立

位
置
で
な
い
こ
と
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
、
高
雄
大
権
現
を
里
宮
の
白
山
宮

に
降
し
た
と
い
う
『
福
井
県
神
社
誌
』（

（（
（

の
記
述
と
合
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
高

雄
神
社
塔
は
高
雄
山
に
あ
っ
た
奥
宮
の
高
雄
大
権
現
に
造
立
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

相
輪
は
、
そ
の
小
さ
な
破
片
す
ら
認
め
る
こ
と
が
出
来
ず
、
こ
れ
も
亡
失
し

て
い
る
。
増
永
一
九
五
七
の
写
真（

６
）で

は
一
石
五
輪
塔
の
空
輪
～
火
輪
が
載
せ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
三
井
が
箱
型
の
水
烟
・
請
花
お
よ
び
宝
珠
と
報
告

し
た
物
も
こ
れ
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
三
井
の
写
真（

９
）は

空
輪
が
欠
け
て
い
る
が
水

烟
と
し
た
も
の
は
一
石
五
輪
塔
の
火
輪
で
、
請
花
お
よ
び
宝
珠
と
し
た
も
の
は

空
風
輪
で
あ
り
、
本
来
の
相
輪
の
宝
珠
・
竜
車
・
水
煙
で
な
い
こ
と
は
指
摘
で

き
る
。
こ
れ
は
増
永
一
九
五
七（

６
）、

三
木
二
〇
〇
二（

（（
（

で
相
輪
が
後
補
、
失
わ
れ
て

い
る
と
す
る
記
述
と
合
致
す
る
。
な
お
、
こ
の
一
石
五
輪
塔
も
現
存
し
な
い
。

　

高
雄
神
社
塔
の
現
在
の
高
さ
は
、
後
補
の
宝
珠
様
の
部
材
と
基
壇
を
除
い
た

高
さ
二
・
一
二
ｍ
を
測
る
。な
お
、塔
の
高
さ
が
報
告
者
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、

実
測
と
略
測
に
よ
る
違
い
、
な
い
し
後
補
の
石
材
を
加
え
た
数
値
で
、
本
稿
の

数
値
が
実
測
値
で
正
し
い
。
以
下
、
部
材
ご
と
に
解
説
を
加
え
る
。

　

基
礎　

基
礎
は
、
宝
筐
印
塔
の
基
礎
に
共
通
す
る
段
形
を
持
っ
て
い
る
。
基

礎
下
部
の
幅
六
六
㎝
・
同
部
の
高
さ
一
七
㎝
、
基
礎
上
部
の
幅
五
〇
㎝
・
同
部

の
高
さ
九
㎝
を
測
り
、基
礎
の
総
高
は
二
六
㎝
あ
る
。
段
形
の
段
は
二
段
あ
り
、

一
段
目
段
形
の
幅
五
八
㎝
・
同
部
の
高
さ
四
・
五
㎝
、二
段
目
段
形
の
幅
五
〇
㎝
・

同
部
の
高
さ
四
・
五
㎝
を
測
る
。

　

塔
身　

塔
身
は
方
形
を
呈
し
、
幅
三
九
㎝
・
高
さ
三
八
㎝
を
測
る
。
正
面
・

右
面
・
左
面
に
塔
身
装
飾
を
配
し
、
背
面
に
四
行
二
十
三
文
字
か
ら
な
る
願
文

を
彫
る
。

　

塔
身
装
飾　

塔
身
装
飾
は
、
素
弁
単
弁
の
請
花
の
蓮
華
座
に
小
花
弁
を
周
囲

に
配
し
た
細
線
陽
刻
圏
線
月
輪
を
載
せ
る
越
前
式
塔
身
装
飾
で
あ
る
。
月
輪
に

配
さ
れ
た
小
花
弁
は
蓮
華
座
上
に
配
さ
れ
ず
、月
輪
を
全
周
し
な
い
。
蓮
華
座
、

月
輪
、
小
花
弁
は
陽
刻
で
、
薬
研
彫
り
の
梵
字
の
み
が
陰
刻
で
あ
る
。
梵
字
の

彫
り
の
深
さ
は
、幅
三
㎝
に
対
し
て
深
さ
一
㎝
余
り
で
浅
い
薬
研
彫
り
で
あ
る
。

梵
字
は
普
通
梵
字
で
、
正
面
の
月
輪
内
に
キ
リ
ー
ク
（
阿
弥
陀
如
来
）、
右
面

の
月
輪
内
に
サ
（
聖
観
世
音
菩
薩
）、
左
面
の
月
輪
内
に
サ
ク
（
勢
至
菩
薩
）

が
彫
ら
れ
て
お
り
、
阿
弥
陀
三
尊
を
表
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

月
輪
の
径
は
正
面
―
縦
二
三
・
四
㎝
・
横
二
三
・
八
㎝
、右
面
―
縦
二
四
・
二
㎝
・

横
二
四
・
八
㎝
、
左
面
―
縦
二
四
・
八
㎝
・
横
二
五
・
二
㎝
を
測
り
、
正
面
の
主

尊
の
月
輪
径
が
大
き
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
月
輪
の
周
囲
に
配
さ

れ
た
小
花
弁
を
入
れ
た
径
は
正
面
―
二
六
・
八
㎝
、
右
面
―
二
八
・
〇
㎝
、
左
面

―
二
八
・
一
㎝
で
、
や
は
り
主
尊
の
装
飾
の
径
が
小
さ
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
に
加
え
て
月
輪
の
周
囲
に
配
さ
れ
た
小
花
弁
の
弁
数
を
数
え
る
と
、
正
面
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―
五
四
弁
、
右
面
―
欠
損
に
よ
り
六
〇
弁
残
存
、
左
面
―
六
七
弁
を
数
え
、
小

花
弁
の
弁
数
も
月
輪
の
径
に
比
例
し
て
主
尊
の
も
の
よ
り
脇
侍
の
も
の
の
方
が

多
い
こ
と
を
指
摘
で
き
、
主
尊
の
塔
身
装
飾
を
大
き
く
作
ろ
う
と
し
て
い
な
い

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

請
花
の
蓮
華
座
の
幅
は
正
面
―
二
五
・
五
㎝
（
復
元
幅
二
六
・
五
㎝
）、
右
面

は
欠
損
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
残
存
す
る
上
中
央
弁
か
ら
右
下
第
四
弁
ま
で

の
幅
を
倍
に
し
た
数
値
（
復
元
幅
二
六
・
八
㎝
）、
左
面
―
二
五
・
二
㎝
で
あ
り
、

請
花
の
蓮
華
座
の
幅
も
一
定
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
、
月

輪
の
径
、
小
花
弁
の
弁
数
の
差
な
ど
の
違
い
も
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
塔
身
装
飾

を
同
じ
大
き
さ
で
彫
ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
は
思
わ
れ
な
い
。

　

願
文　

願
文
は
、
塔
身
の
背
面
に
「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
三
天
寅庚
南

侶
晦
日
／
教
子
ホ
／
敬
白
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
正
應
三
天
の
天
は
年
の
異
体

字
、教
子
の
教
は
孝
の
異
体
字
、ホ
は
等
の
異
体
字
で
あ
る
。
読
み
下
す
と
「
優

し
い
父
の
幽
霊
が
成
仏
す
る
為
／
正
應
三
年
寅庚
八
月
三
〇
日
／
親
孝
行
な
子
供

た
ち
／
敬
白
」
と
な
り
、
願
文
と
塔
身
装
飾
か
ら
父
の
幽
霊
の
成
仏
を
阿
弥
陀

三
尊
に
願
っ
て
立
て
た
石
塔
と
理
解
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
願
文
の
判
読
を
時
系
列
に
並
べ
る
と
、
増
永
一
九
五
七（

６
）「

爲

慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
（
三
）
天
寅庚
南
侶
□
（
日
）
／
□
子
□
□
／
敬
白
」。

川
勝
一
九
七
九（

７
）「

為
慈
父
幽
霊
成
仏
也
、正
応
三
天
寅庚
南
侶
□
日
、孝
子
敬
白
」。

三
井
二
〇
〇
二（

９
）「

爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
正
應
三
天　

庚
寅
□
南
侶　

子
□
□　

敬
白
」。
三
木
二
〇
〇
二（

（（
（

「
為
慈
父
幽
霊
成
仏
也
／
正
応
三
天
寅庚
南
侶
晦
日
／

教
子
ホ
／
敬
白
」。
古
川
・
村
上
二
〇
〇
四（

２
）（「

爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
三

天
庚
寅
南
侶
晦
日
／
故
子
正
／
敬
白
」
と
各
氏
で
微
妙
に
異
な
る
が
・
三
木

二
〇
〇
二（

（（
（

の
判
読
が
正
鵠
を
射
て
い
る
。

　

古
川
・
村
上
二
〇
〇
四（

２
）の

判
読
「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
三
天
庚
寅
南

侶
晦
日
／
故
子
正
／
敬
白
」
の
う
ち
三
行
目
を
故
子
正
と
判
読
し
た
の
は
、
故

の
字
は
教
の
字
に
部
首
が
似
て
お
り
、
正
は
直
線
的
な
と
こ
ろ
が
ホ
と
似
て
い

る
か
ら
と
言
え
、
漢
字
で
似
た
直
線
的
な
も
の
を
探
し
て
正
と
考
え
た
の
で
あ

る
。
そ
の
後
、
故
は
教
を
読
み
違
え
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
教
子
正
と
判
読

し
た
が
、『
石
造
物
研
究
会
第
13
回
研
究
会
資
料
集
北
陸
の
石
造
物
―
研
究
の

現
状
と
課
題
―
』（

（（
（

の
編
集
時
に
、
こ
の
願
文
の
判
読
を
新
潟
県
胎
内
市
教
育
委

員
会
の
水
澤
幸
一
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
、
教
は
孝
の
異
体
字
、
正
は
ホ
で
、
ホ

は
等
の
異
体
字
で
あ
る
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き
、
三
木
二
〇
〇
二
の
判
読
が
正

鵠
を
射
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
追
認
し
た
。

　

屋
根
材　

屋
根
材
は
七
点
の
部
材
が
あ
る
。
上
部
の
塔
身
と
一
体
成
形
し
た

一
体
成
形
型
の
屋
根
材
で
、
垂
木
の
表
現
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
欠
く
。
軒
先
の

隅
は
反
り
が
施
さ
れ
る
。

　

一
層
目
の
屋
根
の
幅
五
九
㎝
・
高
さ
二
〇
㎝
、
そ
の
上
部
の
塔
身
の
幅
三
七

㎝
・
高
さ
六
㎝
。
二
層
目
の
屋
根
の
幅
五
五
㎝
・
高
さ
一
七
㎝
、
そ
の
上
部
の

塔
身
の
幅
三
四
㎝
・
高
さ
六
㎝
。
三
層
目
の
屋
根
の
幅
五
二
㎝
・
高
さ
一
七
㎝
、

そ
の
上
部
の
塔
身
の
幅
三
二
㎝
・
高
さ
五
㎝
。
四
層
目
の
屋
根
の
幅
四
九
㎝
・

高
さ
一
六
㎝
、
そ
の
上
部
の
塔
身
の
幅
三
〇
㎝
・
高
さ
四
㎝
。
五
層
目
の
屋
根

の
幅
四
五
㎝
・
高
さ
一
四
㎝
、
そ
の
上
部
の
塔
身
の
幅
二
八
㎝
・
高
さ
五
㎝
。

六
層
目
の
屋
根
の
幅
四
四
㎝
・
高
さ
一
五
㎝
、
そ
の
上
部
の
塔
身
の
幅
二
七
㎝
・

高
さ
五
㎝
。
七
層
目
の
屋
根
の
幅
四
一
㎝
・
高
さ
一
四
㎝
、
そ
の
上
部
の
塔
身

の
幅
二
八
㎝
・
高
さ
四
㎝
を
測
る
。
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各
層
の
屋
根
を
観
察
す
る
と
、
現
在
の
一
層
目
と
二
層
目
、
三
層
目
と
四
層

目
の
間
に
低
減
率
の
異
常
を
認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
層
目
と
二
層
目
の
間

に
見
ら
れ
る
低
減
率
の
異
常
は
、
木
造
塔
に
お
い
て
一
層
目
の
屋
根
を
上
層
の

屋
根
よ
り
大
き
く
作
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
の
で
、
こ
の
部
分
の
低
減
率
の

異
常
は
木
造
塔
の
そ
れ
を
模
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
層
目
と
四
層
目
の

間
に
み
ら
れ
る
低
減
率
の
異
常
は
、
こ
の
層
の
間
に
あ
っ
た
一
層
が
抜
け
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
現
状
の
七
層
目
も
最
上
部
の
屋
根
材
と
は
考

え
ら
れ
な
い
部
材
で
あ
る
の
で
、
こ
の
上
に
あ
っ
た
一
層
が
抜
け
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
よ
っ
て
、
高
雄
神
社
塔
に
は
七
層
以
上
の
屋
根
が
存
在
し
た
こ
と

を
指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
、
本
来
の
姿
が
七
重
塔
で
は
な
い
と
解
す
る
こ
と
が

出
来
る
。

　

高
尾
神
社
塔
が
七
重
以
上
の
塔
で
あ
れ
ば
、
九
重
塔
な
い
し
十
三
重
塔
と
考

え
ら
れ
る
が
、
越
前
地
方
の
多
層
塔
で
十
三
重
塔
は
近
世
の
事
例（

（（
（

し
か
認
め
ら

れ
な
い
。
中
世
の
多
層
塔
で
は
五
・
七
・
九
重
塔
の
存
在
が
確
認
さ
れ
、
高
雄
神

社
塔
に
七
層
以
上
の
屋
根
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
の
で
、
九
重
塔
に

復
元
す
る
こ
と
が
最
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

第
四
図
ｂ
は
高
雄
神
社
塔
の
失
わ
れ
た
部
材
を
、
十
三
世
紀
代
の
石
塔
の
部

材
を
当
て
は
め
て
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
。復
元
さ
れ
る
基
壇
の
高
さ
一
二
㎝
、

基
礎
の
高
さ
二
六
㎝
、
塔
身
の
高
さ
三
八
㎝
、
復
元
さ
れ
る
九
層
の
屋
根
材
の

高
さ
一
九
一
㎝
、
復
元
さ
れ
る
相
輪
の
高
さ
七
八
㎝
で
、
復
元
さ
れ
る
総
高
は

三
四
五
㎝
、
三
．
四
五
ｍ
に
復
元
で
き
る
。

　

石
材　

石
材
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
白
色
・
濃
緑
色
の
礫
を
含
む
淡
青
緑
色

を
呈
す
る
火
山
礫
凝
灰
岩
で
、
い
わ
ゆ
る
笏
谷
石
で
あ
る
。
増
永
は
笏
谷
石
と

し
、
川
勝（

７
）は

何
故
か
別
畑
石
と
し
て
い
る
。
石
材
は
風
化
し
汚
れ
た
部
位
は
濃

い
緑
色
に
見
え
な
く
も
な
い
が
、
風
化
の
弱
い
部
位
は
淡
い
青
緑
色
で
あ
る
。

　

増
永（

６
）・

川
勝（

７
）が

別
畑
石
と
認
識
し
た
大
谷
寺
九
重
塔
と
円
山
宝
塔
の
石
材
は
、

高
雄
神
社
塔
の
石
材
と
比
較
す
る
と
や
や
暗
い
青
緑
色
を
呈
す
る
が
、濃
緑
色
・

白
色
の
角
礫
を
含
む
火
山
礫
凝
灰
岩
で
、
疑
い
な
く
笏
谷
石
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
褐
色
系
の
凝
灰
岩
で
は
な
い
の
で
、
増
永
と
川
勝
が
大
谷
寺
九
重
塔
・
円
山

宝
塔
の
石
材
を
別
畑
石
と
認
識
し
た
こ
と
は
理
解
に
苦
し
む
。

　

別
畑
石
は
、
淡
い
褐
色
を
呈
す
る
火
山
礫
凝
灰
岩
で
、
色
調
以
外
は
笏
谷
石

と
変
わ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
別
畑
石
の
ば
あ
い
包
含
す
る
礫
の
色
調

も
褐
色
系
の
礫
の
み
か
ら
な
り
、
笏
谷
石
の
よ
う
に
青
緑
色
・
白
色
の
礫
は
含

ま
な
い
。
こ
の
よ
う
に
笏
谷
石
と
別
畑
石
は
、
母
岩
の
色
調
も
包
含
す
る
礫
の

色
調
も
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
青
緑
色
の
笏
谷
石
を
褐
色
の
別
畑
石

と
誤
る
こ
と
は
通
常
で
は
考
え
難
い
誤
認
で
あ
る
。
そ
の
誤
認
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
大
谷
寺
九
重
塔
・
円
山
宝
塔
の
石
材
を
誰
か
が
増
永
と
川
勝
に
別
畑
石

で
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
情
報
を
伝
え
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も

川
勝（

７
）が

高
雄
神
社
塔
の
石
材
を
別
畑
石
と
し
た
こ
と
は
理
解
で
き
な
い
。

　

な
お
、
越
前
地
方
の
石
塔
は
十
二
～
十
三
世
紀
後
葉
ま
で
は
笏
谷
石
製
に
限

ら
れ
、
十
三
世
紀
末
か
ら
笏
谷
石
以
外
の
石
塔
の
製
作
が
越
前
南
部
、
北
部
の

加
越
国
境
周
辺
で
開
始
さ
れ
る
。
し
か
し
、
別
畑
石
で
作
ら
れ
た
石
塔
で
中
世

に
遡
る
も
の
は
現
在
の
段
階
で
は
未
確
認
で
あ
る
。
そ
し
て
、今
日
で
は
増
永
・

川
勝
が
別
畑
石
を
用
い
て
い
る
と
報
告
し
た
大
谷
寺
九
重
塔
、
円
山
宝
塔
、
川

勝
が
別
畑
石
と
記
述
し
た
高
雄
神
社
塔
の
石
材
を
別
畑
石
で
あ
る
と
主
張
す
る

研
究
者
は
誰
も
い
な
い
。
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第 4図　高雄神社石造多層塔実測図・復元図（S＝ 1/20）

b　復元図 a　実測図

0 2m
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四　

高
雄
神
社
塔
の
様
式

　

高
雄
神
社
塔
は
、
基
礎
に
段
形
を
持
つ
越
前

式
石
造
多
層
塔
で
あ
る
。
そ
の
塔
身
装
飾
は
、

請
花
の
蓮
華
座
上
に
小
花
弁
を
周
囲
に
配
し
た

細
線
陽
刻
圏
線
月
輪
を
載
せ
る
越
前
式
塔
身
装

飾
で
あ
る
。
小
花
弁
は
蓮
弁
で
止
ま
っ
て
、
月

輪
を
全
周
し
な
い
。蓮
華
座
の
花
弁
の
弁
数
は
、

上
部
花
弁
片
側
二
葉
、下
部
花
弁
片
側
四
葉
で
、

間
弁
は
上
中
央
弁
と
上
第
一
弁
の
間
に
し
か
な

い
も
の
で
、
一
二
六
〇
年
頃
に
成
立
し
た
様
式（

２
）

で
あ
り
、
中
世
前
期
の
越
前
式
塔
身
装
飾
で
あ

る
。

　

梵
字
字
画
の
特
徴
は
、
キ
リ
ー
ク
・
サ
・
サ

ク
の
第
一
画
の
命
点
が
そ
れ
に
続
く
横
画
の
上

半
部
に
彫
ら
れ
る
。
キ
リ
ー
ク
第
五
画
が
第
四

画
の
下
端
に
当
た
っ
て
止
ま
っ
て
い
て
、
か
つ

第
四
画
と
第
五
画
が
彫
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。

　

サ
・
サ
ク
の
第
三
画
は
第
四
画
に
接
す
る
部

分
は
直
線
的
に
伸
び
、
直
角
に
下
方
に
折
れ
る

形
状
で
あ
る
。
キ
リ
ー
ク
第
七
・
八
画
の
涅
槃

点
が
第
六
画
に
接
し
て
い
る
こ
と
、
サ
ク
の
第

第
五
・
六
画
の
涅
槃
点
が
第
四
画
に
接
し
て
い

第 5図　高雄神社石造多層塔塔身拓影

左面（サク）

右面（サ）

正面（キリーク）

背面（願文）
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る
こ
と
で
、
梵
字
に
み
ら
れ
る
字
画
の
形
状
は
、
文
永

十
一
（
一
二
七
四
）
年
銘
井
向
白
山
神
社
板
碑（

２
）の

梵
字
に

後
出
す
る
要
素
を
持
ち
、
元
應
元
（
一
三
一
九
）
年
銘
天

池
日
吉
神
社
塔（

２
）、

元
享
三
（
一
三
二
三
）
年
銘
大
谷
寺
九

重
塔（

２
）

の
梵
字
に
先
行
す
る
要
素
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
で

き
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
高
雄
神
社
塔
の
梵
字
字
画
の
型
式
は
Ⅱ

型
式
２
段
階
で
、
そ
の
型
式
組
列
は
第
六
図
の
と
お
り
で

あ
り
、
梵
字
の
様
式
と
正
應
三
天
と
い
う
紀
年
銘
は
調
和

的
で
あ
る
。

　

ま
た
、
梵
字
の
薬
研
彫
り
の
深
さ
は
、
幅
三
㎝
に
対
し

て
深
さ
一
㎝
余
り
で
浅
い
薬
研
彫
り
で
あ
る
こ
と
も
鎌

倉
時
代
と
い
う
製
作
時
期
と
調
和
的
で
あ
る
。
平
安
時
代

後
期
の
も
の
は
も
っ
と
浅
く
、
一
六
世
紀
の
梵
字
は
字
画

の
幅
よ
り
深
さ
が
勝
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

梵
字
の
薬
研
彫
り
の
深
さ
は
、
字
画
の
幅
に
対
し
て
浅
い

も
の
か
ら
始
ま
っ
て
、
幅
に
対
し
て
深
い
も
の
へ
と
変
化

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
梵
字
の
彫
り
の
深
さ

と
い
う
指
標
は
、
現
在
の
段
階
で
把
握
し
て
い
る
資
料
数

で
は
古
代
・
中
世
前
期
・
中
世
後
期
と
い
っ
た
程
度
で
し

か
区
分
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。　

　

次
い
で
、
高
雄
神
社
塔
の
屋
根
が
増
永（

６
）・

川
勝（

７
）と

も
屋

根
の
軒
反
り
の
様
式
な
ど
か
ら
鎌
倉
時
代
後
期
で
あ
る

第 6図　梵字の型式組列
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と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
を
示
し
て
は
い
な
い
。
屋
根
の
様
式
か

ら
鎌
倉
時
代
と
主
張
し
つ
つ
も
、
紀
年
銘
か
ら
そ
う
認
識
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

増
永
・
川
勝
の
言
う
鎌
倉
時
代
の
多
層
塔
の
屋
根
、
高
雄
神
社
塔
・
大
谷
寺

九
重
塔
に
つ
い
て
は
、「
越
前
地
方
に
お
け
る
石
造
多
層
塔
の
研
究
」（

２
）で

図
示

し
た
多
層
塔
の
屋
根
材
を
見
る
限
り
、
十
三
世
紀
～
十
六
世
紀
に
か
け
て
み
ら

れ
る
多
層
塔
の
屋
根
の
形
状
が
大
き
く
異
な
る
よ
う
に
は
観
察
さ
れ
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
高
雄
神
社
塔
の
屋
根
の
形
状
を
も
っ
て
鎌
倉
時
代
と
指
摘
す
る
こ

と
は
誤
謬
と
言
え
る
。

　

あ
る
い
は
、
増
永
・
川
勝
が
多
層
塔
屋
根
材
の
時
系
列
上
で
の
変
化
を
把
握

し
て
い
た
と
し
て
も
、越
前
地
方
以
外
の
多
層
塔
の
屋
根
で
作
っ
た
モ
デ
ル
を
、

越
前
地
方
の
多
層
塔
に
当
て
は
め
る
こ
と
は
方
法
論
と
し
て
誤
っ
て
い
る
。

　

む
ろ
ん
、
増
永
・
川
勝
の
時
代
に
越
前
地
方
に
お
い
て
鎌
倉
時
代
の
多
層
塔

も
、
そ
れ
以
後
の
多
層
塔
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
笏
谷
石
製
多
層
塔
に
お
け
る
屋
根
の
形
状
の
変
化

は
、
笏
谷
石
製
多
層
塔
か
ら
し
か
導
い
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

資
料
の
多
寡
、
研
究
の
方
法
論
、
越
前
地
方
の
石
塔
研
究
に
お
け
る
目
的
問

題
意
識
の
違
い
な
ど
、
増
永
・
川
勝
の
時
代
と
、
現
在
の
私
た
ち
の
時
代
と
で

は
、
そ
の
違
い
が
小
さ
く
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
の

進
ん
だ
研
究
の
状
況
下
に
お
い
て
、
研
究
史
上
の
増
永
・
川
勝
の
業
績
を
批
判
、

否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
断
っ
て
お
く
。

　
　
　

五　

高
雄
神
社
塔
の
願
文
に
つ
い
て

　

高
雄
神
社
塔
の
願
文
は
、「
爲
慈
父
幽
霊
成
佛
也
／
正
應
三
天
寅庚
南
侶
晦
日

／
教
子
ホ
／
敬
白
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
。
願
文
か
ら
正
應
三
年
八
月
三
〇
日
に

父
の
幽
霊
が
成
仏
す
る
た
め
に
子
供
た
ち
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
供
養
塔
で
あ

る
。
た
だ
、
誰
を
供
養
す
る
た
め
の
も
の
な
の
か
、
慈
父
と
し
か
記
さ
れ
て
お

ら
ず
判
明
し
な
い
。
そ
し
て
、願
主
も
教
子
ホ
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

親
孝
行
な
子
供
た
ち
で
あ
る
と
し
か
わ
か
ら
な
い
。
十
三
世
紀
～
十
四
世
紀
の

供
養
塔
の
銘
文
を
瞥
見
す
る
と
、
供
養
塔
に
被
供
養
者
及
び
願
主
の
俗
名
が
記

さ
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
願
主
名
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
僧
侶

の
名
前
あ
る
い
は
法
名
で
あ
る
こ
と
が
彫
ら
れ
た
名
前
か
ら
窺
え
る
が
、
深
谷

町
五
輪
塔
地
輪
の
右
志
者
為
比
丘
尼
報
身
也
と
名
を
彫
ら
な
い
も
の
も
あ
る
。

　

墓
塔
か
供
養
塔
か
明
言
す
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
越
前
町
織
田
法
楽
寺
の
親

尊
墓
五
輪
塔
地
輪
は
□
親
尊
阿
聖
霊
／
正
應
三
年
刀庚
二
／
月
十
九
日
未
剋
と

彫
っ
て
い
る
。
親
尊
は
俗
名
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
堀
大
介
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
正
応
三
刀庚
二
月
十
九
日
未
剋
と
彫
ら
れ
た
日
時
が
親
尊
の

亡
く
な
っ
た
日
時
で
あ
る
こ
と
が
背
面
の
孝
子
〔
七
〕
月
晦
が
石
塔
の
造
立
日

で
あ
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
し
か
し
、
親
尊
墓
五
輪
塔
地
輪
も
孝
子
と
し
か
願

主
の
名
を
記
し
て
い
な
い
。

　

越
前
町
大
谷
寺
の
大
谷
寺
一
号
地
輪（

（（
（

は
、
観
應
一
秊
二
月
五
日
時卯
と
だ
け
彫

ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
俗
名
・
法
名
・
願
主
の
名
も
記
し
て
い
な
い
。
観
應

一
秊
二
月
五
日
卯
時
と
い
う
紀
年
銘
は
、
時
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
い

て
、
石
塔
の
造
立
日
時
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
考
え
る
。
親
尊
墓
五
輪
塔
の
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紀
年
銘
を
参
考
に
す
れ
ば
、
大
谷
寺
一
号
地
輪
の
紀
年
銘
は
、
あ
る
人
物
の
亡

く
な
っ
た
日
時
を
記
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

越
前
地
方
の
石
塔
に
、
願
主
名
が
姓
・
名
の
俗
名
で
彫
ら
れ
た
作
例
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
中
世
後
半
期
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。高
雄
神
社
塔
は
、

被
供
養
者
の
名
も
願
主
の
名
も
記
さ
な
い
こ
と
で
、
紀
年
銘
と
願
文
の
内
容
が

中
世
前
半
期
の
も
の
と
し
て
乖
離
し
な
い
と
言
え
る
。
ま
た
願
主
が
僧
侶
あ
る

い
は
在
家
の
出
家
者
の
場
合
、
日
吉
神
社
多
層
塔（

２
）の

よ
う
に
為
我
母
十
三
年
相

當
／
元
應
二
年
八
月
十
一
日
・
智
法
と
法
名
を
彫
っ
て
い
る
の
で
、
高
雄
神
社

塔
の
願
主
が
僧
侶
や
在
家
の
出
家
者
で
な
か
っ
た
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
指
摘

し
た
い
。

　

次
い
で
、
増
永
が
疑
念
を
示
し
た
年
の
異
体
字
の
天
に
つ
い
て
は
、
越
前
地

方
の
事
例
で
は
坂
井
市
丸
岡
町
赤
坂
白
山
神
社
板
碑（

（（
（

「
永
仁
第
二
天
午甲
」
を
例

示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
越
前
地
方
に
お
け
る
中
世
の
石
造
物
の
紀
年

銘
・
願
文
を
例
示
し
て
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

凡
例　
「 

」
は
一
面
に
彫
ら
れ
た
銘
文
、
／
は
改
行
、〔 

〕
は
判
読
で
き
る

可
能
性
の
あ
る
文
字
、
□
は
判
読
不
能
の
文
字
を
表
示
し
た
。
な
お
、
寅
の
異

体
字
は
「
刁
」
で
あ
る
が
、
５
・
12
・
13
例
で
は
「
刀
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
断
っ
て
お
く
。

１　

�

深
谷
町
五
輪
塔
地
輪
・
福
井
市
深
谷
町　

文
永
二
年
（
一
二
六
五
）

　
　
「
右
志
者
為
比
丘
尼
報
身
也
／
文
永
二
年
六
月
四
日
」

２　

上
金
屋
八
幡
神
社
塔
・
坂
井
市
丸
岡
町
上
金
屋　

文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

　
　
「
文
永
三
年
十
二
月
二
日
」

３　

井
向
白
山
神
社
板
碑
・
坂
井
市
坂
井
町
井
向　

文
永
十
一
年
（
一
二
七
四
）

　
　

�「
光
明
遍
照
／
十
方
世
界
／
念
佛
衆
生
／
摂
取
不
捨
／
彼
佛
今
現
／
在
世

成
佛
／
当
知
本
誓
／
重
願
不
虚
／
臨
終
正
念
／
往
生
極
楽
／
衆
生
称
念
／

必
得
往
生
／
文
永
十
一
年
戌甲
卯
月
八
日
／
願
主
／
養
阿
」

４　

幽
霊
墓
塔
身
・
福
井
市
阿
保
町　

弘
安
三
年
（
一
二
八
〇
）

　
　
「
弘
安
三
年
辰庚
／
十
月
廿
三
日
」

５　
「
親
尊
」
墓
五
輪
塔
地
輪
・
越
前
町
織
田
法
楽
寺　

正
応
三
年
（
一
二
九
〇
）

　
　

�

正
面
「
如
法
経
」・
左
面
「
□
親
尊
阿
聖
霊
／
正
應
三
年
刀庚
二
／
月
十
九

日
未
剋
」・
背
面
「
孝
子
／
〔
七
〕
月
晦
」

６　

赤
坂
白
山
神
社
板
碑
・
坂
井
市
丸
岡
町
赤
坂　

永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）

　
　

�「
新
善
光
寺
／
石
垣
／
勧
進
十
方
〔
施
〕
入
／
永
仁
第
二
天
午甲
／
仲
春
上

旬
作
／
願
主
／
道
阿
弥
陀
佛
／
名
阿
弥
陀
佛
」

７　

日
吉
神
社
多
層
塔
・
福
井
市
天
池
町　

元
應
二
年
（
一
三
二
〇
）

　
　
「
為
我
母
十
三
年
相
當
／
元
應
二
年
八
月
十
一
日　

智
法
」

８　

大
谷
寺
九
重
塔
・
越
前
町
大
谷
寺　

元
亨
三
年
（
一
三
二
三
）

　
　
「
元
亨
第
三
／
癸
亥
／
三
月
四
日
／
願
主
金
資
／
行
現
／
大
工
平
末
光
」

９　

住
吉
神
社
板
碑
・
坂
井
市
春
江
町
高
江　

正
慶
元
年
（
一
三
三
二
）

　
　
「
忍
阿
弥
陀
佛
／
天
年
五
十
九
超
□
□
塔
／
正
慶
元
年
甲壬
十
月
日
」

10　

大
谷
寺
一
号
地
輪
・
越
前
町
大
谷
寺　

観
応
一
秊
（
一
三
五
〇
）

　
　
「
観
應
一
秊
／
佛
／
二
月
五
日
時卯
」

11　

円
山
宝
塔
・
越
前
町
大
谷
寺　

観
應
三
年
（
一
三
五
二
）

　
　

�

正
面
【
西
面
】「
右
志
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
／
往
生
菩
提
立
之
法
界

□
□
□
成
／
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
造
立
／
如
件
観
應
三
□
七
月
十
一
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若
越
郷
土
研
究　

六
十
一
巻
二
号

日
敬
白
」
右
面
【
南
面
】「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
／
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
／
□
□
□
□
□
□
□
□
無
□
□
□
／
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
」
背
面
【
東
面
】「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
阿
□
／
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
／
□
□
□
如
観
□
□
生
□
□
□
□
／
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□
□
』
左
面
【
北
面
】「
一
見
〔
卒
〕〔
塔
〕〔
婆
〕
□

□
方
□
□
視
□
／
永
〔
離
〕
三
〔
悪
〕
道
□
□
□
□
□
□
□
／
何
況
造
立

者
□
□
□
□
□
□
□
／
必
生
安
楽
國
□
□
□
□
道
□
□
」

12　

黒
田
家
石
造
多
層
塔
・
鯖
江
市　

永
享
六
年
（
一
四
三
四
）

　
　
「
本
宮
重
塔
／
永
享
六
甲
刀
／
願
主
永
義
」

13　

�

平
泉
寺
白
山
神
社
玄
成
院
石
造
多
層
塔
・
勝
山
市
平
泉
寺　

永
享
六
年

（
一
四
三
四
）

　
　
「
奉
造
立
石
塔
／
永
享
六
刀甲
／
願
主
永
義
」

14　

越
前
市
大
屋
穴
地
蔵
古
墳
・
越
前
市
大
屋
町　

明
應
拾
年
（
一
五
〇
一
）

　
　

�「
酉己
歳
□
□
一
／
干
時
明
應
拾
年
六
月
廿
四
日
／
越
前
国
今
南
西
郡
於
大

屋
庄
／
願
主
真
柄
民
部
丞
光
家
」

15　

清
永
白
山
神
社
九
重
塔
・
坂
井
市
春
江
町
清
永　

天
文
一
八
年（
一
五
四
九
）

　
　
「
天
文
十
八
年
八
月
／
白
山
／
願
主
藤
秦
兵
衛
尉
」

　

１
～
５
・７
～
11
・
15
（
笏
谷
石
製
石
塔
）

謝
辞

　

高
雄
神
社
塔
の
実
測
を
許
可
い
た
だ
い
た
高
雄
神
社
と
氏
子
の
皆
様
、
実
測

に
協
力
い
た
だ
い
た
村
上
雅
紀
氏
に
深
い
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

高
雄
神
社
塔
は
、
多
層
塔
の
造
立
目
的
が
わ
か
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
で

あ
り
、
笏
谷
石
製
石
塔
の
編
年
を
考
え
る
基
準
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

文
化
財
と
し
て
の
現
在
の
評
価
は
「
無
冠
」
で
あ
り
、
正
当
な
評
価
が
与
え
ら

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
、一
石
造
物
研
究
者
と
し
て
は
思
い
を
深
く
し
て
い
る
。

註（
１
）
古
川
登
二
〇
〇
八
「
越
前
地
方
に
お
け
る
中
世
石
造
塔
と
浄
土
教
―
福
井
市
岸
水
白

山
神
社
多
層
塔
部
材
群
の
調
査
か
ら
―
」
菅
谷
文
則
編
『
王
権
と
武
器
と
信
仰
』
同
成

社
（
２
）
古
川
登
・
村
上
雅
紀
二
〇
〇
四
「
越
前
地
方
に
お
け
る
石
造
多
層
塔
の
研
究
」
古
川

登
編
『
片
山
鳥
越
墳
墓
群
・
方
山
真
光
寺
跡
塔
址
―
清
水
町
片
山
地
区
に
お
け
る
遺
跡

の
調
査
―
』『
清
水
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅷ
』
清
水
町
教
育
委
員
会

（
３
）
御
嶽
貞
義
二
〇
一
二
「
若
狭
」『
石
造
物
研
究
会
第
13
回
研
究
会
資
料
集　

北
陸
の

石
造
物
―
研
究
の
現
状
と
課
題
―
』
石
造
物
研
究
会

（
４
）
古
川
登
二
〇
〇
九
「
白
山
信
仰
と
温
谷
寺
跡
―
加
賀
市
宇
谷
町
・
栄
谷
町
及
び
小
松

市
滝
ヶ
原
町
・
那
谷
町
丘
陵
部
の
考
古
学
的
調
査
報
告
―
５
．
遺
物
（
２
）
石
造
遺
物

①
小
松
市
滝
ヶ
原
町
八
幡
神
社
境
内
の
多
層
塔
」『
石
川
考
古
学
研
究
会
会
誌
第
52
号
』

石
川
考
古
学
研
究
会

（
５
）
上
田
三
平
一
九
二
一
『
福
井
県
史
跡
勝
地
調
査
報
告
第
二
冊
』
福
井
県
内
務
部

（
６
）
増
永
常
雄
一
九
五
七
「
越
前
高
雄
神
社
七
重
石
塔
」『
史
跡
と
美
術
二
七
一
』
史
跡

と
美
術
同
攷
会

（
７
）
川
勝
政
太
郎
一
九
七
九
「
越
前
石
の
地
方
進
出
」
日
本
海
史
編
纂
事
務
局
編
『
日
本

海
地
域
の
歴
史
と
文
化
』
文
献
出
版

（
８
）
三
井
紀
生
一
九
九
九
「
越
前
石
製
多
層
塔
塔
身
の
変
遷
に
つ
い
て
」『
北
陸
石
仏
の

会
研
究
紀
要
３
』
北
陸
石
仏
の
会

（
９
）
三
井
紀
生
二
〇
〇
二
『
越
前
笏
谷
石
』
福
井
新
聞
社
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古
川　

福
井
市
高
雄
神
社
石
造
多
層
塔
の
研
究

（
⓾
）
三
木
治
子
二
〇
〇
二
「
越
前
式
月
輪
の
石
造
物
・
編
年
の
試
み
（
１
）」『
歴
史
考
古

学
51
』
歴
史
考
古
学
研
究
会

（
⓫
）
福
井
県
神
社
庁
編
一
九
九
四
「
高
雄
神
社
」『
福
井
県
神
社
誌
』
福
井
県
神
社
庁

（
⓬
）
古
川
登
・
御
嶽
貞
義
・
堀
大
介
編
二
〇
一
二
『
石
造
物
研
究
会
第
13
回
研
究
会
資
料

集　

北
陸
の
石
造
物
―
研
究
の
現
状
と
課
題
―
』
石
造
物
研
究
会

（
⓭
）
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
銘
吉
峰
寺
法
華
塔
・
残
数
九
、
註
２
文
献
実
測
図
所
収

（
⓮
）
古
川
登
・
堀
大
介
二
〇
一
二
「
親
真
墓
五
輪
塔
の
基
礎
的
研
究
」『
越
前
町
織
田
文

化
歴
史
館　

館
報
第
７
号
』
越
前
町
教
育
委
員
会

（
⓯
）
古
川
登
二
〇
一
一
「
越
前
町
大
谷
寺
所
在
石
塔
群
の
調
査
」『
越
前
町
織
田
文
化
歴

史
館　

館
報
第
６
号
』
越
前
町
教
育
委
員
会

（
⓰
）
清
水
邦
彦
・
古
川
登
二
〇
一
二
「
赤
坂
白
山
神
社
板
碑
の
検
討
―
越
前
国
赤
坂
新
善

光
寺
の
所
在
地
を
巡
っ
て
―
」『
日
引
第
13
号
』
石
造
物
研
究
会


